
第 17回日本時間生物学会学術大会

会期:2010年 11月 20日(土)、 21日(日)

会場:早稲田大学国際会議場・井深大記念ホール

干169-0051新宿区西早稲田 1-20-14

TEL: 03-5286-1755 FAX: 03-5272-2063 

大会会長 三島和夫

国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所精神生理研究部

連絡先:第 17回日本時間生物学会学術大会事務局

国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所精神生理研究部

干187-8553東京都小平市小川東町4・1-1

TEL: 042-346-2014 FAX: 042田346-2072



第 17回日本時間生物学会学術大会抄録集

目次

交通案内・・・・・・. . . . . . . . . .・・・・・ 33

会場見取り図・・・・. . . . . . . . . .・・・・・ 34

大会参加者の皆様へのご案内・・ . . ・ ・ ・ . ・ ・ ・ . 35 

日程表・・・. . . . . . . . . .・・・・・・・・・ 37

プログラム・・ ハ
可
u
q
J
 

• • • • 

抄録・ . 55 

協賛企業・助成金一覧・. . . . . . . . . .・・・・ 91

時1:1]生物学 VoI.16.No.2 (2010) 

つJ



H寺i間生物学 VoI.l6.No.2 (2010) 

つ臼
円
台
U



交通案内

(干l69-005l新宿区西早稲田 ト20-14)早稲田大学国際会議場・井深大記念、ホーノレ

電車

。'lRlll手線・高田馬場駅(徒歩 20分)

0西武線・高田馬場駅(徒歩 20分)
。地下鉄東京メトロ東西線・早稲田駅(徒歩 5分)

。地下鉄東京メトロ副都心線・西早稲田駅(徒歩 17分)

国際会議場・井深大記念ホール

(早稲田キャンパス)

新自由通り

イ
ハス
Oスクーノレパス
-高田馬場駅 一早大正円

。路線/"ス

-新宿駅西日 ー早稲田

・渋谷駅 ー早大正門

・上野広小路 ー早稲田

↑ 
大隈ガーデンハウス

(懇親会会場)

リーガロイヤル

ホテル東京

ポ
正門ゆ

瓜，，"，
デランド堰通り ... 

北門

? 
西早稲田

都電

。者[1電荒川線・三ノ輪橋駅(徒歩 5分)

0都電荒川|線・早稲田駅徒歩5分) . 
大眼鏡偉

? 
馬場下町

早福図通り

s 自国ハペ γ n ァノ
一 白木外悶A-.Jil I --;':" ， '" - JO学習院下
併粋役一、"" 国 自 宅 ん ・東京自産

士 '¥: 0山n"""JI) rrn 園 大正製藁 吟'
部 ，U 山 Mγv 問山一 本社 / 

トキワパIf.弐 高密，1.!t1晶 ~. ! I 
. ，門部!，，¥喝錆院 主m 皿 I1 

哩 I j21;;~-')l: 高円尚' 尚川
自 I J 国 大同病院ア ¥

平一ビル 婿 田馬場 民間馬i詰脚テクノロジー戸崎14¥令官e
厳軍日高由 四 二関コミュニケシヨンソー 山地

高田馬場馬場コーてと ー 四噌伊 専門学校 / 守¥白面影矯
鄭便局 目 ? 罰則 e 略号住宅e 天塩神社

。高田馬場 丸 センアf芳ル
;;.--- --~ ~~ 'w~lj 図 '6

さいとうe 也 d 仁"

眼科医5 ・ r~~ tJ\; tk_J 

1 新宿麗訪
I 町商

大久慌スポーツ
、Zプラザ入D

= 1 信器高校

11 入口

i:'1 
体I

J公団 u 
場 E

IS 守

-，I!i 学統治人保隣教宵， 樹団保醤高等学授

11 学校法人海賊
正i 学園溺峨高等， I 牢絞嵩駿中学夜 同

U 'lJ 11 

官
目白台
運動公聞

豊川1百荷
神社

クルメ
'"フーィ。

司、

日本立干大 白木

附豊明小 立子大前

島南保育園

鈴木歯科
医院

事
館

1

商
本
・

!

褐
ル
，
中
ビ

積笠院

街積院

高国魁~守
氷川聞社

京富士
学本認

早稲田永苗

マンション

耐神社 吋m阿
喜重訂、eJ
dロコ

ト ア早福田 1 
マンション. "西早稲田
新宿北 1 
郵便同 1 

= 
:> 
晃容

辺
E言

新ï~コZミッタ
セノタ-!Iη
αエ〉

= 
E 白"，¥1血

j ビル

日

神田川

西早宿倍。 .0....1:)早稲田
パ一三日工2..-..，:_ _ _ _-=ーーーーーーーーー ーーー-ーt αn 

町EEF l 早福田大 西早1細 凶 ; 
l 図書館 局

E問団活 =， 
JT便局 メゾをクレーレ リ ーガロイヤ)~岨 匂自白島
幽初日8Jd<) 'i'砲汽 早沼田大坪内崎士 努 爪テル!f!Jit I 

' 記念演劇樗場銘 ' 

工ピナ l川'，'.fi百111:=百中組出
酬医院 l工ンフト 早翠F 弔制 i区立鴫
早稲田大材料 肘守ピル キャンパス 誌吋1西 1 小菅波
注術研究 日本昌信教団 - F i認壁小的

所図書室 開 申 書 賀県号 J'塚同J ' ;"!~盟 国

: ti;)早稲EEmi 松浦ドル自制

1 穴八倍宮 天沼神社 l 図書館

や 馬場下町田 。芝山 )J

ーーーーー-ーーーーーーーー可モ官官t11i1!f-ーーーー
.'.!~j訪ト IIIJ 晶白地下絵‘ 早稲田

早稲出駅ñ~
正法寺

F"¥ 早宿alE須
町宮口凶 場門平氏

1. ;1.力イ
弓カイ手Jト 工;1.:9
ワァンテ7ン ・
早縮図

真宗大苗
派教穏寺

学習院宇宙院女子
宜干大 高等科国立戸山

高等学館

小治医院

“‘ 
戸山公園
量、

自w
E 

自国外科
二ヲヲ

V 京。

骨
四
宮
小

早稲田大

戸山図書籍 点久)IIIIJ区立午込第
五 二中牢授

迎寺 l{J 

! JÎ r~O I 

早福自大第

宜牢邸

戸山公図 面

量 戸山第三
保湾問

杉拝歯科
医院

戸山第
保商圏

早稲自大理

工学部
文

関m財務関商
大久保住宅。

公務員西大久保
第三住宅

大久保

q
J
 

q
J
 

Vol.16.No.2 (2010) 11寺liU生物学



会場見取り図
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井深記念大記念ホール

(特別講演、教育講演、受賞講演)
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国際会議場・井深大記念ホール

(早稲田キャンパス)

第一・第二会議室

(シンポジウム) 3F 

第三会議室

(ポスター)

¥夫
ロビー (受付、機器展示)

4F 

共同

研究室 6・7

(ポスター)



大会参加者の皆様へのご案内

1. 大会参加の皆様へ

受付は、 20日(土)では9:30から、21日(日)では9:00から行し、ます。受付場所は早稲田大学国際会議場3階ロ

ビーになります。受付にて参加費をお支払し、ください。お支払いと引き替えに参加証をお渡し致しますので、所

属と氏名をご記入下さし、。

<大会参加費>

一般:7，000円、学生:5，000円

<懇親会参加費>

6，000円

【抄録集が必要な方】

大会参加費に抄録集は含まれておりません。日本時間生物学会事務局デスクに於いて抄録集の販売を致しま

すので、ご希望の方はお申し出下さい。

【懇親会参加ご希望の方】

11月20日(土)19:00より、早稲田大学「大隈ガーデ、ンハウスJ2 I暗にて懇親会を行います。懇親会会場では受付

を行し、ませんので、参加ご希望の方は、大会受付にて懇親会参加費をお支払い下さい。

2.シンポジウム演者の皆様へ

1 ) 演題発表は全てパソコンを用いた方法に限ります。スライドや OHPなどは使用できませんので、ご注意下さ

。、
1υv
 

2) 発表用のパソコンをご、持参下さい。発表中の操作もご自身で、行って頂きますようお願し、致します。パソコンの

OSはWindows、Macintoshいずれでも結構です。やむをえずパソコンをご、持参になれない方は事前に事務

局まで必ずご連絡下さい。

3) 液晶フ。ロジェクターとパソコンとの接続は、ミニD-sub1 5ヒ。ンコードで、行います。アダプターが必要な方は必ず

ご持参下さい。

4) 万一に備えてパックアップpメデ‘イア(CD-Rや USBフラッ、ンュメモリ)をご用意下さい。なお、会場では MOや

FDの準備はありませんのでご注意下さし、。

5) 発表者の方は、ご自分のセッションが始まる前に必ずプロジェクターと接続し動作確認をして下さい。

6) プレゼ、ンテーションの文字や図は可能な限り大きくし、見やすいフ。レゼ、ンテーションをお願し、致します。

3. ポスター発表の皆様へ

1 )ポスター発表は 11月21日(日)の l日のみ、会場は国際会議場第三会議室(3F)および共同研究室6・7

(4F)のいずれかになります。貼付場所は会場の掲示案内をご、覧下さい。
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2) ご用意頂いたポスターは、ポスターパネノレに掲示して頂きます。ポスターの大きさはAOサイズ(縦 118.9cmX

横 84.1cm)に収まるように作成して頂き、各自でボードに貼付して下さい。

3) それぞれのポスター貼付スペースの左上隅に演題番号(P-OO1， P-002.ー)を記した紙片を貼付しておきます。

演題名 ・所属・氏名はポスターに記して下さい。

4) 離れた場所からもよく見えるようにレイアウトして下さい。貼付ー用の画鋲はこちらで、用意致します。

5) ポスターの貼付は 11月 21日(日)9:00""'""9:30にお願し、致します。

6) ポスター展示は 11月 21日(日)9:30""'""16:00です。

7) ポスター討論の指定時間は、 11月21日(日)9:30""'"" 1 0:30 (奇数番号)、 11:00""'""12・OO(偶数番号)の2セッ、ンョ

ンに分けて行う予定です。発表者の方はご自分のポスターの前に待機して討論を行って下さい。

8) ポスター撤去:11月21日(日)15:00""'""16:00に各自でポスターを撤去して下さい。この時間を過ぎても残って

いるポスターは学会事務局にて処分致します。

4. その他

1 ) 各日、受付にてお弁当を販売致します。ご希望の方は受付にてお申し出ください。数に限りがございますの

で先着順とさせて頂きます。

2) 11月20日(土)および21日(日)は3階ロビーにて協賛企業の機器展示を行っております。
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シンポジウム・教育講演・特別講演

く11月20日(土)>

10:00"" 12:00第一会議室 (3階)

シンポジウム S1

『代謝リズム研究の新展開ーその意義とメ力ニズムの理解に向けて』

オーガナイザー:池田正明(埼玉医科大学)、早坂直人(近畿大学)

S1-1.マウス体内時計と食・栄養の相互作用

平尾彰子 (早稲田大学先進理工学部生理・薬理学)

S1-2. NAD+代謝による概日時計制御機構

中畑泰和 (奈良先端大学バイオ遺伝子発現制御)

S1・3.代謝と行動を共に制御する Gタンパク質シグナル

早坂直人 (近畿大学医学部解剖学)

S1-4 真夜中によく食べる新規リン酸化酵素ノックアウトマウス

竹森洋 (医薬基盤研代謝疾患関連タンパク探索フ。ロジェクト)

S1-5.代謝制御における組織特異的な BMAL1の役割

榛葉繁紀 (日本大学薬学部衛生化学ユニット)

10:00"" 12:00第二会議室 (3階)

シンポジウム S2

『次世代の創薬ターゲット ・生体リズムを操作・利用するための分子メカニズム』

オーガナイザー:土居雅夫(京都大学大学院薬学研究科)、小柳悟(九州大学大学院薬学

研究院)

S2-1 時間薬物治療 ・体内時計に基づいた創薬・育薬研究

小柳悟 (九州大学大学院薬学研究院)

l時間生物学 Vo1.16.No.2 (2010) 
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82-2.創薬の基盤となるヒト概日時計評価方法

明石 真 (山口大学時間学研究所)

82-3.体内時計リズム制御に向けた創薬標的の探索

鵜飼英樹 (理化学研究所神戸発生再生科学総合研究センター)

82-4 新規時計関連キナーゼ DYRK1Aによる概日時計の周期制御

倉林伸博 (東京大学大学院理学系研究科)

82幽5.~鉛フィンガー型人工転写因子を用いた細胞時計制御

今西未来 (京都大学化学研究所)

82・6.生体リズム異常に起因する疾患

土居 雅夫 (京都大学大学院薬学研究科)

13:00.......14:00第一会議室 (3階)

{</，~..6、
司、ι、Z玄

14:00.......16:00第一会議室 (3階)

シンポジウム S3

『サ一力ディアンリズムの修飾遺伝子』

オーガナイザー:山崎 晋 (Departmentof Biological Sciences， Vanderbilt University)、下村和宏

(Center for Sleep & Circadian Biology， Northwestern University) 

83-1.時間依存的な活動量に関わる遺伝的要因の解析

小出岡IJ (国立遺伝学研究所系統生物研究センターマウス開発研究室)

83-2.メラトニン合成系酵素の遺伝的多型:偶然か必然か

笠原和起 (理化学研究所脳科学総合研究センター精神疾患動態研究チーム)

83-3. CLOCKd19の抑制遺伝子とそのメカニズム

下村和宏 (Center for Sleep & Circadian Biology， Northwestern University) 

時間生物学 Vo1.l6.No.2 (2010) 
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S3-4 時計遺伝子、 Per1，2， 3の役割と体内修飾因子

山崎 普 (Department of Biological Sciences， Vanderbilt University) 

14:00.......16:00第二会議室 (3階)

シンポジウム S4

『光のゆらぎと現代病一光療法の新たな可能性を見すえて』

オーガナイザー:平野均(山口大学大学教育機構保健管理センター)

S4-1 網膜で受けた光の心と身体への影響

内山 真 (日本大学医学部精神医学系)

S4-2.せん妄に対する光療法の有効性の検討

内村 直尚 (久留米大学医学部神経精神医学講座)

S4-3.自律神経制御中枢としての視交又上核 冬季うつ病についての考察

永井克也 ( (株)NABAS代表取締役大阪大学名誉教授)

S4-4 糖尿病と季節性

野田光彦 (国立国際医療研究センター糖尿病 ・代謝症候群診療部)

S4-5.生活習慣病への光療法の応用

平野均 (μ旧大学大学教育機構保健管理センター)

16:15.......18:15第一会議室 (3階)

シンポジウム S5

『トランスレーショナル研究・実用化研究の推進をめざして』

オーガナイザー: 三島和夫(国立精神 ・ tEI~経医療研究センター)

S5-1.体内の時間を測り ・操る

上田泰己 (理化学研究所発生 ・再生科学総合研究センター)

S5-2 食を介した生体リズムの制御と睡眠の改善を目指して

大石勝隆 (産業技術総合研究所バイオメディカル研究部門生物時計研究グ、/レープ)

II'~I::J生物学 VoI.J6.No.2 (2010) 
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S5-3 新生児集中治療室における光環境デザイン

太田英伸 (東北大学病院周産母子センター)

S5-4.概日リズム睡眠障害の診断法の確立に向けて

肥田昌子 (国立精神 ・神経医療研究センター精神保健研究所精神生理研究部)

S5・5.研究成果をシーズアウトするための課題

中林哲夫 (国立精神 ・神経医療研究センタートランスレーショナノレ ・メデイカルセンター 臨床研

究支援室 ・治験管理室)

16:15......18:15第二会議室 (3階)

シンポジウム S6

『体内時計制御工学を目指して』

オーガナイザー:伊藤浩史(お茶の水女子大学アカデ、ミック・フ。ロダクション)、福田弘和(大

阪府立大学生命環境科学研究科)

S6-1.同調を安定化する光入力機構の予測

黒津元 (理化学研究所基幹研究所)

S6-2 時間隔離実験室を利用したヒ卜生物時計の構造解析

山仲勇二郎 (北海道大学大学院医学系研究科)

S6-3 細胞間結合は振動のゆらぎを抑制する

郡宏 (お茶の水女子大学アカデミック ・プロダクション)

S6-4.植物生産を最適化する体内時計制御工学を目指して

福田弘和 (大阪府立大学生命環境科学研究科)

S6-5.シアノバクテリア概日リズムの光による制御

伊藤浩史 (お茶の水女子大学アカデミック ・プロダクション)

11寺11日生物学 ¥loI.16.No.2 (2010) 
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く11月21日(日)>

13:00""14:00井深大記念ホール (1階)

教育講演

A brief history of internal time. 

Prof. Serge Daan 

(8巴havioural8iology-Centre for 8ehaviour and Neurosciences，Faculty of Mathematics and Natural Sciences，Univ巴rSlty

ofGroningen，The Netherlands) 

14:00"" 15:00井深大記念ホール (1階)

特別講演

Clock genes as targets for research and treatment of bipolar disorder. 

Prof. Francesco Benederti 

(Department of Clinical Neurosciences， Scientific lnstitute and University Vita-Salute San Raffaele， M ilano， Italy) 

15:30"" 17:30井深大記念ホール (1階)

第8回 (2010年度)日本時間生物学会学術奨励賞 授賞式

奨励賞受賞者講演

明石真 (山口大学時間学研究所)

広田毅 (カリフオノレニア大学サンデ、イエゴ、校)

安尾 しのぶ(九州大学大学院農学研究院)

第 17回日本時間生物学会学術大会優秀ポスター賞 授賞式

優秀ポスター賞受賞者講演

時 I:U ~物学 Vol.16，No.2 (2010) 
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ポスター発表(11月20日(土)-21日(日)) 

デ、イスカッション:11月21日(日) 9:30~ 1 0:30 (奇数)/ 11:00~ 12:00(偶数)

第三会議室(3F)、共同研究室6・7(4F) 

P-001 多原色光源装置を用いたメラノプシンを含む網膜神経節細胞の挙動把握

0福田裕美 l、辻村 誠一 2、樋口重和 3、安河内朗 3、森田健 l

l福岡女子大学人間環境学部生活環境学科、 2鹿児島大学工学部生体工学科、 3九州大学大学院芸術工学研

究院デザイン人間科学部門

P-002 午前中の異なる強度の光曝露がメラトニン分泌開始位相に与える影響

0小崎智照 ¥戸田直宏 2、野口公喜久安河内朗 3

l独立行政法人労働安全衛生総合研究所作業条件適応研究グループ、 2パナソニック電工株式会社照明綜合技

術センターj国立大学法人九州大学大学院芸術工学研究院

P-003 習慣的睡眠時刻前後の恐怖記憶特性における性差

0栗山健一 1，3、本間 元康 1，3、三島 和夫日、金吉晴 1，3

l独立行政法人国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所成人精神保健研究部、 2独立行政法人国立

精神・神経医療研究センター精神保健研究所精神生理研究部J独立行政法人科学技術振興機構戦略的創
造推進事業 JSTCREST 

P-004 メラトニン分泌開始時刻(DLMO)と入眠潜時の関係

0榎本みのり l、岡田(有竹)清夏 2、樋口 重和 3、}j巴田 昌子 l、北村真吾 ¥三島 和夫 l

l国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所精神生理研究部、 2東京医科大学 11垂眠学講座/日本学術振

興会、 3九州大学大学院芸術工学研究院デザイン人間科学部門

P-005 ヒトのメラノプシン遺伝子の一塩基多型と瞳孔の光調節反応の関係

0樋口重和 l、肥田昌子 2、金城陽平 l、福田知美 ¥三島和夫 2

l九州大学大学院芸術工学研究院、 2匡|立精神・神経医療研究センター

P-006 生体リズムの個人特性と睡眠恒常性維持反応との関連

0北村真吾 l、肥田 昌子 l、渡遺 真紀子 ¥榎本みのり l、野11崎健太郎¥村上裕樹¥守口 善也
l、岡田(有竹) 情夏 2、樋口 重和 3、三島和夫 l

l国立精神・神経医療研究センター精:J:Eil保健研究所精神生理研究部、 2東京医科大学 11垂11民学講座/日木学術振

興会、 3九州大学大学院芸術工学研究院デザイン人間科学部門

P-007 夜勤時の光曝露によるメラトニン抑制を防ぐ方法 赤色バイザーキャップの効果一

0樋口重和 l、福田知美 ¥小崎智!!買え高橋正也 2、三浦伸彦 2

l九州大学大学院芸術工学研究院、 2独立行政法人労働安全衛生総合研究所

P-008 Detrended Fluctuation Analysisによる連続糖濃度時系列データの複雑性の比較

0山本直宗¥久保 豊 l、石津香野 ¥金光字 2、守屋達美 3、山内俊一 4、大康邦明 l

l東京女子医科大学東医療センター内科、 2西新井病院内科、 3北里大学代謝、内分泌内科、4帝京大学内科

内科

P-009 短期的暑熱順化が免疫系と内分泌系に及ぼす影響

OKanikowska Dominika、佐藤麻紀、岩瀬敏、西村直記、清水祐樹、犬飼洋子、菅屋 j閏萱

11寺山生物学 VoI.l6，No.2 (2010) 
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愛知医科大学医学部生理学第2~首座

P-010 高知県内の幼児における食習慣と朝型一夜型度、肥満度の関係について

0竹内日登美 l、中出 美代人 和田快 l、原田 哲夫 l

l 高知!大学 教育学部 環境生理学研究室、 2愛知学泉短期大学食物栄養学卒|

P-011 胎児心拍数基線と母体心拍数の日肉変動における半日周期リズムの同期性について

0室 雅巳、中橋 弘顕、山本 徒子、岩坂 剛

佐賀大学医学部 産婦人科

P-012 反応抑制学習促進の時間生物学的特性

0本間元康、島11時 みゆき、 小山 さより、金吉晴、栗山健一

国立精神・神経医療研究センター 精神保健研究所成人精神保健研究部

P-013 小学生の通学条件と心身愁訴およひe身体活動・睡眠との関連

0青柳 直子

浜松学院大学短期大学部

P-014 日常生活で受ける光とメラトニン分泌挙動の関係一日本とスウヱーテ、ンにおける一年調査

0森田健 ¥田中 美寿穂 l、ADAMSSON Mathias2、LAIKEThorbjorn2、若村 智子 3

l福岡女子大学人間環境学部生活環境学科、2EnvironmentalPsychology， Faculty of Engineering， Lund 
Univers町、3京都大学医学部人間健康科学科

P-015 ICUの光環境と看護師のサー力ディアンリズ、ムに対する認識調査

0田口 豊恵、

明治国際医療大学看誰学部

P-016 ク口ノタイプからみた睡眠・心身の状態についての質問紙調査

0成樺元 ¥高橋 敏治 1，2 平嶋 友美 2

l法政大学大学院人文科学研究科 心理学専攻、 2法政大学文学部心理学科

P-017 高齢者の朝型夜型傾向と普段の生活習慣に関する調査

0石橋圭太 1，2、河野亜里紗3

l千葉大学大学院工学研究科、 2九州大学大学院芸術工学研究院、3九州大学芸術工学部

P-018 カテコールアミン前駆芳香族アミノ酸朝食摂取と幼児や大学生の朝型夜型度・精神衛生

0秋光修身 ¥和田 快¥西原理紗¥竹内日登美 ¥中出 美代 1，2、野地照樹3、谷脇 のぞみ4、
原田 哲夫 l

l 高知大学教育学部環境生理学教室、 Z愛知学泉短期大学、 3高知大学教育学部保健体育教室、4高知大学教育

学部附属幼稚園

P-019 保護者(母親)のゲーム利用が幼児の朝型夜型度に及ぼす影響

0西原理紗 ¥秋光修身¥和田快 1、竹内 日登美 ¥中出 美代 1，2、野地 照樹 3、谷脇 のぞみ 4、
原因 哲夫 l

l i高知大学 教育学部環境生理学教室、 2愛知学泉短期大学、 3高知大学教育学部保健体育教室、4高知大学教育

学部附属幼稚園

l時1:日生物学 Vo1.l6，No.2 (2010) 
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P-020 運動部所属大学生への1カ月間の朝食介入による効果一精神衛生と BMIIこ着目して

0中出美代 ¥竹内日登美人和田快 2、野地照樹 3、原田哲夫 2

l愛知学泉短期大学食物栄養学科、 2高知大学教育学部環境生理学教室、3高知大学教育学部保健体育科教室

P-021 運動部所属大学生への生活改善のための介入研究・意識・心理的尺度への効果の検討

0和田快¥中出美代 3、竹内日登美人野地照樹 4、原田哲夫 1，2

l高知大学大学院総合人間自然科学研究科教育学専攻、 2高知大学教育学部環境生理学教室、3愛知学泉短
期大学 食物栄養学科、 4高知大学教育学部保健体育教室

P-022 24h/7日間 ABPM測定法による持続性ARB/利原薬合剤の時間療法の検討

0渡辺尚彦 ¥大塚邦明 l、GermaineConerissen2、FranzHalberg2 

l東京女子医大東医療センター内科、 2HalbergChronobiology Center， University ofMinnesota 

P-023 夏休みを活用した子どもの生活リズム調整の「体験型学習」の試み

0若村智子 ¥升谷英子 ¥長島俊輔 2

l京都大学医学研究科人間健康科学系専攻、 2京都大学附属病院看護部

P-024 統合失調症に併発した非 24時間睡眠覚醒リズム障害の一例

0相良雄一郎¥今井員¥大川匡子 2、山田尚登 1，2

l滋賀医科大学精神医学講座、 2滋賀医科大学IllfulllX学講座

P-025 18時間周期の活動休息リズムを呈した特異な概日リズム睡眠障害の症例

0今井異 ¥稲垣貴彦 1、相良雄一郎 ¥大川 匡子 2、山田尚登 l

l滋賀医科大学 精神医学講座、 2滋賀医科大学 睡眠学講座

P-026 起立性調節障害の生体リズムの検討

0数問紀夫

西部総合病院小児科

P-027 ウキクサを用いたルシフエラーゼ、レポータによる細胞レベルでの概日リズムの測定

0村中 智明 ¥久{呆田(主綾 ¥小山 時隆 1，2

l京都大学理学研究科植物学教室、 2JSTさきがけ

P-028 シロイヌナズナの葉における再同期現象

0橋本悠、福田弘和

大阪府立大学大学院生命環境科学研究科応用生命科学専攻生物情報科学分野生物情報工学講座

P-029 植物の概日時計機能に必須な転写抑制因子

0中道範人 l、木羽隆敏 l、HenriquesRossana2、ChuaNam-Hai2、水野猛 3、榊原均 l

l理化学研究所植物科学研究センター、 2TheRockefeller University、3名古屋大学大学院生命農学研究科

P-030 発光レポーター系を利用した、植物概日時計システムの光パルスに対する応答様式の観測

0久保田佐綾 ¥村中智明¥小山時隆 1，2

l時間生物学 VoI.16.No.2 (2010) 
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l京都大学理学研究科植物学教室、21STさきがけ

P-031 多細胞性シアノバクテリアのコロニー・/¥ターン形成と振動運動

0深j畢有貴 ¥岩崎秀雄1.2

l早稲田大学 先進理工学研究科、 2科学技術振興機構さきがけ

P-032 時を測る蛋白質 KaiCの ATPase活性による分子内フィード、バック

0高井|ニ直樹 lへ三輪久美子 lバ、尾上靖宏 1.4、村一山 依子 l之、寺内 ー姫1.3、大川妙子 1バ、近藤孝
男 1，4

i 名古屋大学大学院理学研究科 生命理学専攻、2早稲田大学理工学術院、 3立命館大学生命科学部、4CREST

P-033 シアノバクテリア概日時計蛋白質 KaiCの活性スイッチング機構

0大川| 妙子 1，2、近藤孝男 1，2

l名古屋大学大学院理学研究科生命理学専攻、 2科学技術振興機構 CREST

P-034 単細胞性シアノバクテリアにおけるシグマ因子の概日発現に関する解析

0小島崇 ¥細川 徳宗 l、青野大輔¥岩崎秀雄 1，2

l早稲田大学大学院先進理工学研究科 電気・情報生命専攻、 2科学技術振興機構さきがけ

P-035 UPLCを用いた KaiCの ATPase活性機構の解明

0尾上靖宏 1，2、三輪久美子 1，2、高井直樹1.2、近藤孝男 1，2

l名古屋大学大学院理学研究科生命理学専攻、21STCREST 

P-036 多細胞性シアノバクテリア Anabaenaにおける発光レポーターを用いた概日時計機構の解析

0久下沼秀之 ¥櫛笥博子 ¥松岡 正城 l、岩崎秀雄1.2

l早稲田大学大学院先進理工学研究科 電気・情報生命専攻、 2科学技術振興機構さきがけ

P-037 シアノバクテリア概日時計の温度補償機構の構造に基づいた考察

0村山依子 1，2、向山厚 2、今井圭子三尾上靖宏 2、角田明菜 2、前田雄一郎 4、寺内 ー姫 5、近
藤孝男入手火山修志 2

l早稲田大学先進理工学研究科、 2名古屋大学大学院理学研究科， CREST/1S丁、3関西医科大学生物、 4名古

屋大学大学院理学研究科構造生物学研究センターj立命館大学生命科学部

P-038 アカパンカビ概日性リズ、ムにおける時計機構/細胞内レドックス聞による新規調節機構

0吉田雄介

横浜市立大学木原生物学研究所植物遺伝資源科学部門

P-039 Ca2+fpH感受性蛍光タンパクセンサーを用いた体内時計ニューロンの生理活動解析

0森岡絵里、尾崎智也、池田 真行

富山大学大学院生命融合科学教育部生体情報システム科学専攻

P-040 ホ、ノヘリカメムシの光周性を制御する概日時計遺伝子

0池野知子 ¥沼田英治 2、後藤 慎介 l

l大阪市立大学理学研究科 生物地球系、2京都大学理学研究科動物学系

11寺|出生物学 VoI.l6.No.2 (2010) 
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P-041 マングローブスズの概潮汐リズム:period遺伝子発現抑制後の明暗への反応

0武方宏樹¥後藤慎介¥沼田英治 2、佐藤綾 3

l大阪市立大学理学研究科 生物地球系、 2京都大学 理学研究科 動物学系、3琉球大学理学部海洋自然科

学科

P-042 概日リズムと発育タイマーの相関:選抜実験とゲノムワイドスクリーニングの結果から

0宮竹 貴久¥寺村崎平¥岡田泰和 l、高橋 一男 2

l岡山大学大学院環境学研究科、 2岡山大学奥分野融合コア

P-043 コオロギ概日時計の光リセット機構の転写レベルで、の解析

0守山禎之、富岡 憲治

岡山大学大学院自然科学研究科

P-044 ゴーシェ病モテ、ルショウジョウバエ作製の試み

0鈴木 孝洋 1，2、毛利 崇 l人霜田政美人石田直理雄 1，2

l 産業技術総合研究所バイオメディカル研究部門上席研究室、2筑波大学生命環境科学研究科、3農業生物資

源研究所制御剤標的遺伝子研究ユニット

P-045 フタホシコオロギ雌活動リズ、ムの交尾による変調機構

0厳内まゆ子、高尾智、 富岡 憲治

岡山大学大学院自然科学研究科

P-046 マダラシミ時計遺伝子の cDNAク口一二ングと RNA干渉による機能解析

0鎌江優一、富岡 憲治

岡山大学大学院自然科学研究科

P-047 社会性昆虫シロアリにおける集団中の行動リズム

0棋1]側 太郎¥松原健太 2、松浦健二 2、堀音1I直人 3、宮竹貴久 l

l岡山大学大学院環境学研究科進化生態学、2岡山大学大学院環境学研究科 昆虫生態学、 3東京大学大学

院総合文化研究科

P-048 ネッタイツメガエlレ(Xenopustropicalis)における Cry遺伝子の同定と発現解析

久保葉子、竹内崇裕、岡野恵子、O岡野俊行

早稲田大学理工学術院先進理工学研究科電気・情報生命専攻

P-049 月齢周期に応答する熱帯産魚類ゴマアイゴにおける Cry遺伝子の解析

0福代真¥竹内崇裕 l、竹内 悠記2、HurSung-Pyo2、加|鎌望2、竹村A 明洋 2、久保葉子¥岡野

恵子 l、岡野俊行 l

l早稲田大学理工学術院先進理工学研究科電気・情報生命専攻、 2琉球大学理学部 海洋自然科学科

P-050 深海生物に概日時計はあるか?深海性魚類バラビクニンにおける時計遺伝子の探索

0坂田利江¥福代 真 ¥久保葉子¥岡野恵子¥竹村明洋 2、三輪哲也九山本啓之 4、岡野
俊行 l

l早大院先進理工電生、2琉球大院理、 3海洋研究開発機構 MAR1TEC、4海洋研究開発機構 BioGeos

P-051 アユにおける DRD4のcDNAク口一二ングと発現解析

0武田 維倫 lへ小堀功男 ¥新井!こ菜津美人手賀章倫 2、石嶋久男 l、飯郷雅之 2，3

l時間生物学 VoLl6，No.2 (2010) 
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l栃木県水産試験場、2宇都宮大学大学院農学研究科、 3東京農工大学大学院連合農学研究科

P-052 魚類の系統進化とメラトニンの動態

0飯郷雅之

宇都宮大学農学部

P-053 ハシブ‘トガラス (Corvusmacro巾ynchos)オプシン遺伝子群のク口一二ングと発現解析

0新井 莱津美、杉田 昭栄、飯郷 雅之

宇都宮大学大学院農学研究科生物生産科学専攻

P-054 鳥類の脳深部光受容器の同定

0中根 右介 ¥池上 啓介¥小野ひろ子 ¥山本直之 2、吉田松生 3、蛭薙観)1慎4、梅老原 史樹文
5、久保 義弘 6、吉村 崇 l

l名古屋大学大学院生命農学研究科動物機能制御学研究分野、 2名古屋大学大学院生命農学研究科水圏動

物学研究分野、3自然科学研究機構 基礎生物学研究所生殖細胞研究部門、4名古屋大学博物館、5名古屋大学

大学院生命農学研究科 動物行動統御学研究分野、6自然科学研究機構生理学研究所神経機能素子研究部門

P-055 光周性制御ホルモン TSHによる 0103発現抑制機構の解明

0小野 ひろ子 ¥中尾暢宏 i、吉村崇1.2

i名古屋大学大学院生命農学研究科 、2名古屋大学附属鳥類ノくイオサイエンス研究センター

P-056 ラット視交叉上核における時計遺伝子発現細胞数の時空間解析による 2振動体仮説の検証

0徳丸 信子、福元達也、 M.P. BlItleI、本間さと、本間 研一

北海道大学大学院医学研究科生理学講座時間生理学分野

P-057 転写ポジティブ、フィードバック制御による mPer2発現振動位相の後退

0小川 雪乃 l之、小池 宣也 3、黒沢元 4、曽我朋義 ¥富田勝 ¥程肇 5

i慶F主義塾大学先端生命科学研究所、 2慶感義塾大学政策メディア研究科先端生命科学プログラム、
'Neuroscienc巴，UT Southwestern Medical C巴nteI、4j型研基幹研究所、 5金沢大学理工学域自然システム学系

P-058 Phase wave of gene expression in the mammalian central circadian clock network 

OFukllda Hirokazu
I 、Tokllda Isao

2
、Hashimoto Seiichi

3
、Hayasaka Naoto

4 

IGraduate School of Life and Environmental Sciences， Osaka Pref. Univ.、2Schoolof Information Science， JAIST、

30epartment of Technology Oevelopment， Innovationト!eadqu3I1erS，JS丁、40epartmentof Anatomy and ト~eurobio logy，
Kinki University School of Medicine 

P-059 日甫乳類概日時計における温度補償性の解析と制御

0中IIJ鳥正人、小山 洋平、鵜飼英樹、上田泰己

理1IJFCDs システムバイオロジー研究プロジェク卜

P-060 トルブタミド経口投与後の血糖低下効果に及ぼす投与時刻の影響

0蹟瀬範彦、宮崎 誠、岩永 一範、掛見正郎

大|仮薬科大学

P-061 概日リズム障害が糖尿病治療薬の体内動態ー血糖低下効果に与える影響

0秋山 花世、 宮崎 誠、岩永 一範、掛見正郎

時|羽生物学 VoI.l6.No.2 (2010) 
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大阪薬科大学

P-062 変異型 CRY1過剰発現マウスの時島の異常

0岡野聡 ¥早坂清三五十嵐雅彦三富樫義之 ¥中島修 l

1山形大学医学部遺伝子実験施設、 2山形大学医学部 小児科学講座、 3みゆき会病院内科

P-063 へム代謝異常マウスは短周期の概日リズムを示す

0岩舘怜子 ¥佐藤陽子 2、河合洋 2、増野匡彦 ¥光本篤史 2

l慶庭、義塾大学大学院薬学研究科医薬品化学講座、 2城西国際大学薬学部衛生化学研究室

P-064 体温調節系の日内変動解析

0時津健¥依田珠江 3、内田有希 2、中村 真由美 人彼末 一之 ¥永島計 2

l早稲田大学スポーツ科学学術院、 2早稲田大学人間科学学術院、31間協大学国際教養学部

P-065 マウスにおけるスギ花粉感作時間の変化がアレルギー反応に与える影響

0古谷直樹、平尾彰子、糸川|未紗、長浜敬樹、田原優、柴田 重信

早稲田大学先進理工学研究科電気・情報生命専攻

P-066 トランスフヱリンレセプターの日周リズム制御機構とがんの時間薬剤への応用

0岡11碕史泰¥松永直哉¥丸山 一雄 2、小柳悟¥大戸茂弘 1

l九州大学大学院薬学研究院薬剤学分野、 2帝京大学薬学部生物薬剤学教室

P-067 コモン・マーモセットの視覚弁別学習に対する発育期光環境の影響

田中して子¥徳野博信 l、守屋敬子 1、本多芳子 2、児玉亨 2、O白井節夫 2

I(財)東京都医学研究機構東京都神経科学総合研究所脳構造研究部門、 2(財)東京都医学研究機構東京都神

経科学総合研究所 心理学研究部門

P-068 概日リズム睡眠障害および睡眠特性と時計遺伝子多型の関連解析

0肥田 昌子 ¥渡遁 真紀子 ¥力[哨F美恵 ¥北村 真吾 ¥擾木みのり l、亀井雄一 ¥角谷寛人内
山真 3、井上雄一 4、三島 和夫 l

l国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所精神生理研究部、 2京都大学大学院医学研究科ゲノム医学セ

ンタ_ 3日本大学医学部精神医学系、 4東京医科大学睡眠学講座

P-069 末梢白血球、毛包細胞における末梢時計リズム特性解析

0渡i盈真紀子、 肥田 昌子、加藤美恵、北村 真吾、榎本みのり、野崎 健太郎、村上裕樹、 守口
善也、 三島 和夫

国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所精神生理研究部

P-070 日長が Fischer344ラットの不安行動に及ぼす影響

0大塚 剛司、都合勇希、古瀬充宏、安尾しのぶ

九州大学大学院農学研究院代謝・行動制御学

P-071 ~Ij腎アルドステロン産生細胞における時計遺伝子の発現プロファイル

0太田拓巴、土居 雅夫、 岡村 均

京都大院薬システムバイオロジー
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P-072 Period2遺伝子による即時型皮膚過敏反応の日内変動の調節

0中尾篤人¥中村勇規¥柴田重信 2

l 山梨大学医学部免疫学講座、2早稲田大学大学院先進理工学研究科

P-073 軟骨細胞に発現する時計遺伝子による Indianhedgehogの発現制御

0宝田剛志 l、児玉歩美 l、檎井栄一 ¥榛葉繁紀 2

l金沢大学医薬保健研究域薬学系薬物学研究室、 2日本大学薬学部衛生化学ユニット

P-074 ιboxの周辺配列が転写活性化の制御に寄与する可能性

ODu Ngoc-Hien、吉種光、深田吉孝

東京大学大学院理学系研究科生物化学専攻

P-075 細胞時計の位相を操るE鉛フィンガ一型人工転写因子の創製

0中村 篤史 ¥今西未来¥土居雅夫 2、二木 史朗¥岡村ー均 2

1京都大学 化学研究所、2京都大学大学院薬学研究科

P-076 概日リズム時計遺伝子発現は cellcycle進行に影響する

0沼野利佳 ¥宮脇敦史 2

l豊橋技術科学大学・エレクトロニクス先端融合領域、2科学技術振興機構・ERATO.宮脇生命11寺空間情報プロジェク卜

P-077 マウス CRY2のリン酸化依存的分解による時計遺伝子と時計タンパク質の発現調節

0平野有沙、倉林 伸|専、深田 吉孝

東京大学理学系研究科 生物化学専攻

P-078 CLOCKのリン酸化状態を特異的に識別するプローブ抗体の作製

0今村聖路、吉種光、深田吉孝

東京大学大学院理学系研究科生物化学専攻

P-079 概日リズム分子帝IJ御機構における Rbm3の機能解析

0藤11崎潤 l、徳、IlJ慎一 ¥牧野 亮 l、相津 英之 ¥藤岡 厚子 2、重吉康史 2、足立明人 l

l嬬玉大学大学院・理工学研究科、 2近畿大学・医学部

P-080 時計遺伝子によるκiss1発現制御に関する研究

0徐枝芳、力日賀重仁、坪水純、藤11崎潤、望月明和、井上金治、足立明人

崎玉大学理工学研究手|

P-081 核内受容体と時計分子の相互作用を介するヒ卜及びマウス PA卜1の転写制御の比較

0富田辰之介 ¥小物/1 悟 2、宮11時歴¥添田秦司 3、大石 勝隆 l

l産業技術総合研究所バイオメテ‘イカル研究部門、 2九州大学大学院薬学研究院J福岡大学薬学部

P-082 概日時計のケミカルバイオロジー細胞時計の周期変化を導く新規化合物の同定と解析

0広田毅、KayStev巴
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カリフオノレニア大学サンディエゴ、校

P-083 マウス網膜高次ニューロンに存在する近紫外光感受性の新規光受容体

0鳥居雅樹、森卓、 小島大輔、深田 吉孝

東京大学大学院理学系研究科生物化学専攻

P-084 細胞時計の新しい位相リセット、ングナリングの解析

0吉種光、清田浩史、今村聖路、深田吉孝

東京大学大学院理学系研究科

P-085 マウス海馬の神経幹細胞における増殖活性及び時計遺伝子の概日リズムの解析

0前川 知子、桂崇之、 小野塚寛、鈴木 悠子、守屋孝洋、中州1則道

東北大学大学院薬学研究科 細胞情報薬学分野

P-086 C6細胞における synaptotagmin17の概日振動

0藤岡厚子 ¥長野護 ¥堀内 喜高 2、橋本誠一八重吉康史 l

l近畿大学医学部解剖、 2近畿大学ライフサイエンス研究所、 3独立行政法人科学技術振興機桝戦略的イノベーシ

ョン推進部

P-087 マウス末梢時計の給餌性リズム同調におけるスターチの影響

0糸川 未紗、平尾 彰子、古谷直樹、 長浜 敬樹、田原優、柴田 重信

早稲田大学先進理工学部電気・情報生命工学科薬理学研究室

P-088 マウス肝臓における DNAメチル化酵素 DnmtmRNAの概日周期とその制御

0包金花、前川文彦、野原恵子

国立環境研究所環境健康研究領域

P-089 ラット小腸 abcb1a発現リズムに及ぼす時間制限給餌の影響

01:1二島 健太郎、林洋平、石川 瑛子、安藤仁、藤村昭夫

自治医科大学医学部 |臨床薬理学部門

P-090 制限給餌に伴う予知行動と遺伝子発現リズム変化の時刻依存性

0布川 刺奈¥吉種光¥柴田重信 2、深田吉孝 l

l東京大学J'!]l!学系研究科生物化学専攻、 2早稲田大学大学院先進理工学研究科電気・情報生命専攻

P-091 麻酔薬が時計遺伝子発現リズムに与える影響

0久保祐二、田原優、柴田重信

早稲田大学大学院先進理工学研究科電気・情報生命専攻

P-092 アドレナリン受容体の刺激が Per2リズム周期に与える影響

0岡田慧、森島岡1)、平尾彰子、田原優、柴田重信

早稲田大学大学院先進理工学研究科電気・情報生命専攻

時111]生物学 Vo1.l6，No，2 (2010) 
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P-093 植物由来アルカロイドの体内時計に及ぼす影響

0大西芳秋 ¥山11崎 幸苗 2、河野泰広 2、丸山進2、大石 勝隆 l

l 産業技術総合研究所バイオメテ、イカル研究部門生物時計研究ク‘/レープ、2産業技術総合研究所ノtイオメテ‘イカ

ル研究部門健康維持機能物質問発研究グループ

P-094 カドミウムが時計遺伝子発現に与える影響解析

0三浦伸彦

独立行政法人労働安全衛生総合研究所

P-095 グ、ルココルチコイド、刺激による肝腎末梢時計の位相変化の遣い

0筋野 貢 ¥古河 恵一 ¥鯉沼 I捻 l、藤岡 厚子 ¥長野護 l、飯郷 雅之 2、重吉康史 l

l近畿大学 医学部解音IJ学講座、2宇都宮大学農学部応用生物化学講座

P-096 肝臓の領域差に着目した体内時計同調能における加齢の影響

0中島伸吾 ¥守屋孝洋¥小野塚寛¥大竹洋!Iifli2、小林智徳2、山本文彦2、太田英伸 3、程
肇 4、大久保恭仁 2、中畑則道 l

l東北大学大学院薬学研究科細胞情報薬学分野、 2東北薬科大学放射薬品学、3東北大学病院周産母子セン

タ一、4金沢大学理工研究岐 自然システム学系生物学コース時間生物学

P-097 インビボ・イメージングによるマウス末梢時計の測定法確立と末梢時計の中枢性制御

0田原優、黒田 大|焼、 平尾彰子、柴田 重信

早稲田大学大学院先進理工学研究科電気・情報生命専攻生理・薬理研究室

P-098 マウス脳内嘆球における時計遺伝子発現の JnVIVO発光イメージング

0浜田俊幸、本間さと、本間研一

北海道大学大学院医学研究科連携研究センター 先端光イメージング研究拠点

P-099 ERK1/2を介した胎生マウス線条体原基由来神経幹細胞の体内時計のリセット機構

0守屋孝洋 ¥前川知子¥小野塚寛¥太田英MI2、中畑則道 l

l東北大学大学院薬学研究科細胞情報薬学分野、2東北大学病院周産母子センター

P-100 メラノプシン発現網膜神経節細胞からのマウス脳への投射先の解析

0羽鳥恵、 PandaSatchin 

ソーク研究所

P-101 タンパク質合成阻害剤投与によるマウス視交叉上核内転写リズムの停止メカニズム

0西出 真也、本間研一、山田淑子、木間 さと

北海道大学大学院医学研究科生理学講座 H寺間生理学分野

P-102 母子分離中の環境温度が新生ラットの概日リズムにおよぼす影響

0吉川 朋子 ¥松野亜美 2、山仲 勇二郎 2、西出真也2、本間さと2、本間研一 2

i北海道大学大学院医学研究科連携研究センター光バイオイメージング部門、 2北海道大学大学院医学研究科

生理学講座時間生理学分野

P-103 加齢によるマウス視交叉上核(SCN)リズム機能の低下

0中村孝陣 1.2、中村渉 3、山11碕 晋4、工藤 崇 2、Colwell Christopher S.2、810ckG巴neD.2 
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l帝京平成大学薬学部薬学科、 2Departmentof Psychiatry， University of California， Los Angeles， CA90024， USA、3
大阪大学大学院歯学研究科、 4Departmentof Biological Sciences， Vanderbilt University， Nashville，行..r37235， 
USA 

P-104 視交叉上核組織切片培養における細胞間同期機構の解析

Ofs担沼聡¥長野護 ¥八木田和弘 2、大橋|場子 3、古河 恵一 ¥橋本誠一 4、重吉康史 1

l近畿大学医学部解剖学、 2大阪大学大学院医学系研究科神経細胞生物学講座、 3オリンパス株式会社 研究

開発センター診断技術開発部細胞解析グノレープ、 4独立行政法人科学技術振興機構戦略的イノベーション推

進部

P-105 培養視交叉上核における細胞間同調の乱れ

0渡辺和人

濁協医科大学医学部 生理学(生体制御)

P-106 視交叉上核の AMPA受容体活性化は、マウス概日時計の位相変化を引き起こす

Oi昔曽路祥孝、山口 賀章、岡村均

京都大学大学院薬学研究科医薬創成科学専攻システムバイオロジ一分野

P-107 視交文上核における領域間同期機構の探索 ペプチド産生細胞の働き一

0長野護、鯉沼聡、升本 宏平、重吉 康史

近畿大学 医学部 解剖学

P-108 視交叉上核における ATP受容体を介した体内時計同調作用に関する研究

0原 弥生¥守屋 孝洋 ¥岡部幸太¥太田英伸 2、松本健 3、程肇 3、中畑則道 l

l東北大学大学院薬学研究科 細胞情報薬学分野、 2東北大学病院周産母子センター、 3金沢大学 理工研究域

自然システム学系生物学コース時間生物学研究室
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協賛企業・助成金一覧

賛助

武田薬品工業株式会社

寄付

株式会社池田理化

田辺三菱製薬株式会社

ファイザー株式会社 MEG-J教育助成・慈善的寄附制度

ブース展示

エルエスジー株式会社

有限会社オーバー・ザ・トップ。

キッセイコムテック株式会社

フィリッフ。ス・レスヒ。ロニクス合同会社

プライムテック株式会社

和光純薬工業株式会社

広告掲載

アトー株式会社

岩井化学薬品株式会社

サニタ商事株式会社

日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社

ファイザー株式会社

ライフテクノロジーズ、ジャパン株式会社
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大会実行委員会
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野崎健太郎 (国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所精神生理研究部)
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亀井雄一 (国立精神・神経医療研究センター病院臨床検査部)

プログラム委員会

池田正明 (埼玉医科大学医学部生理学/塙玉医科大学ゲノム医学研究センター)

岩崎秀主性(早稲田大学先進理工学部電気・情報生命工学科)

内山 真(日本大学医学部精神医学系)

海老原史樹文(名古屋大学生命農学研究科バイオモデ‘リング講座)

太田英伸 (東北大学病院周産母子センター)

栗 山健一 (国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所成人精神保健研究部)

柴田重信 (早稲田大学先進理工学部電気・情報生命工学科)

中尾光之 (東北大学大学院情報科学研究科応用情報科学専攻)

肥田 昌子 (国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所精神生理研究部)

深田吉孝(東京大学大学院理学系研究科生物化学専攻)
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